
JP 5932799 B2 2016.6.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルとＣＳＧセルとを含む移動通信シス
テムにおいて用いられる移動通信方法であって、
　前記一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをアイドル状態で前記移動端末が受信
する場合で、かつ、前記一般セルの属する周波数が前記ＣＳＧセルの属する周波数と異な
っている場合において、前記移動端末が、前記ＣＳＧセルの属する周波数をセル選択の最
高優先度に設定しないよう制御するステップと、
　前記一般セルの属する周波数が前記ＣＳＧセルの属する周波数と同じである場合には、
前記ＣＳＧセルを再選択するステップと、
を備えることを特徴とする移動通信方法。
【請求項２】
　前記制御するステップにおいて、前記移動端末は、前記一般セルの属する周波数を最高
優先度に設定するよう制御することを特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項３】
　ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルとＣＳＧセルとを含む移動通信シス
テムにおいて用いられる移動端末であって、
　前記一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをアイドル状態で受信する場合で、か
つ、前記一般セルの属する周波数が前記ＣＳＧセルの属する周波数と異なっている場合に
おいて、前記移動端末が、前記ＣＳＧセルの属する周波数をセル選択の最高優先度に設定
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しないよう制御する制御部を備え、
　前記制御部は、前記一般セルの属する周波数が前記ＣＳＧセルの属する周波数と同じで
ある場合には、前記ＣＳＧセルを再選択することを特徴とする移動端末。
【請求項４】
　ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルとＣＳＧセルとを含む移動通信シス
テムにおいて用いられる移動端末に備えられるプロセッサであって、
　前記移動端末が前記一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをアイドル状態で受信
する場合で、かつ、前記一般セルの属する周波数が前記ＣＳＧセルの属する周波数と異な
っている場合において、前記ＣＳＧセルの属する周波数をセル選択の最高優先度に設定し
ないよう制御し、
　前記一般セルの属する周波数が前記ＣＳＧセルの属する周波数と同じである場合には、
前記ＣＳＧセルを再選択することを特徴とするプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと前記ＭＢＭＳデータの
同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムに適用される移動通信方法
、移動端末、及びプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セル（例えば、マクロセル）が知
られている。また、ＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）セル、
ホームセル又はフェムトセルなどと称される特定セルも知られている。
【０００３】
　なお、特定セルには、アクセス種別を設定することが可能である。アクセス種別は、「
Ｃｌｏｓｅｄ」、「Ｈｙｂｒｉｄ」又は「Ｏｐｅｎ」である。
【０００４】
　ここで、特定セルは、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしていない。従って、一般
セルから特定セルへのハンドオーバやセル選択が行われると、移動端末が継続的にＭＢＭ
Ｓデータを受信することができない。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明に係る移動通信方法は、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと前
記ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムにおい
て、前記ＭＢＭＳデータを移動端末に配信するための移動通信方法であって、前記一般セ
ルから報知される前記ＭＢＭＳデータをアイドル状態で前記移動端末が受信する場合で、
かつ、前記一般セルの属する周波数が前記特定セルの属する周波数と異なっている場合に
おいて、前記移動端末が、前記特定セルの属する周波数をセル選択の最高優先度に設定し
ないよう制御するステップを備えることを特徴とする。
【０００６】
　前記ステップにおいて、前記移動端末は、前記一般セルの属する周波数を最高優先度に
設定するよう制御してもよい。
【０００７】
　本発明に係る移動端末は、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと前記Ｍ
ＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムにおいて、
前記ＭＢＭＳデータを受信する移動端末であって、前記一般セルから報知される前記ＭＢ
ＭＳデータをアイドル状態で受信する場合で、かつ、前記一般セルの属する周波数が前記
特定セルの属する周波数と異なっている場合において、前記移動端末が、前記特定セルの
属する周波数をセル選択の最高優先度に設定しないよう制御する制御部を備えることを特
徴とする。
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【０００８】
　本発明に係るプロセッサは、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと前記
ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムにおいて
、前記ＭＢＭＳデータを受信する移動端末に備えられるプロセッサであって、前記移動端
末が前記一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをアイドル状態で受信する場合で、
かつ、前記一般セルの属する周波数が前記特定セルの属する周波数と異なっている場合に
おいて、前記特定セルの属する周波数をセル選択の最高優先度に設定しないよう制御する
ことを特徴とする。
【０００９】
　第１の特徴に係る移動通信方法は、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セル
と前記ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムに
おいて、前記ＭＢＭＳデータを移動端末に配信するための方法である。移動通信方法は、
前記一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをアイドル状態で前記移動端末が受信す
る場合で、かつ、前記一般セルの属する周波数が前記特定セルの属する周波数と異なって
いる場合において、前記移動端末が、セル選択の優先度として、前記特定セルの優先度を
上げずに維持するステップＡを備える。
【００１０】
　第１の特徴において、移動通信方法は、前記一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデー
タを前記移動端末がアイドル状態で受信する場合で、かつ、前記一般セルの属する周波数
が前記特定セルの属する周波数と同じである場合において、前記移動端末が、前記セル選
択の優先度として、前記特定セルの優先度を上げるステップＢを備える。
【００１１】
　第１の特徴において、移動通信方法は、前記一般セルが、前記セル選択の優先度として
、セルの属する周波数毎の優先度を報知するステップＣを備える。前記ステップＡにおい
て、前記移動端末が、前記特定セルに対する前記セル選択の優先度として、前記特定セル
の属する周波数の優先度を適用する。
【００１２】
　第１の特徴において、移動通信方法は、前記一般セルが、前記セル選択の優先度として
、セルの属する周波数毎の優先度を報知するステップＣを備える。前記ステップＢにおい
て、前記移動端末が、前記セル選択の優先度として、前記特定セルの属する周波数の優先
度よりも前記特定セルの優先度を上げる。
【００１３】
　第１の特徴において、移動通信方法は、前記一般セルが、前記特定セルの属する周波数
の優先度のオフセットを報知するステップＤを備える。前記ステップＡにおいて、前記移
動端末が、前記特定セルの属する周波数のオフセットに基づいて、前記特定セルに対する
前記セル選択の優先度を設定する。
【００１４】
　第２の特徴に係る移動端末は、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと前
記ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムにおい
て、前記ＭＢＭＳデータを受信する。移動端末は、前記一般セルから報知される前記ＭＢ
ＭＳデータをアイドル状態で受信する場合で、かつ、前記一般セルの属する周波数が前記
特定セルの属する周波数と異なっている場合において、前記特定セルの属する周波数を最
高優先度にしないようセル選択の優先度を設定する制御部を備える。
【００１５】
　第３の特徴に係るプロセッサは、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと
前記ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムにお
いて、前記ＭＢＭＳデータを受信する移動端末に備えられる。プロセッサは、前記一般セ
ルから報知される前記ＭＢＭＳデータをアイドル状態で受信する場合で、かつ、前記一般
セルの属する周波数が前記特定セルの属する周波数と異なっている場合において、前記特
定セルの属する周波数を最高優先度にしないようセル選択の優先度を設定するための処理
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を行う。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、実施形態に係る移動通信システム１００を示す図である。
【図２】図２は、実施形態に係る無線フレームを示す図である。
【図３】図３は、実施形態に係る無線リソースを示す図である。
【図４】図４は、実施形態に係るＵＥ１０を示すブロック図である。
【図５】図５は、実施形態に係る移動通信方法を示すシーケンス図である。
【図６】図６は、実施形態に係る移動通信方法を説明するための図である。
【図７】図７は、実施形態に係る移動通信方法を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下において、本発明の実施形態に係る移動通信システムについて、図面を参照しなが
ら説明する。なお、以下の図面の記載において、同一又は類似の部分には、同一又は類似
の符号を付している。
【００１８】
　ただし、図面は模式的なものであり、各寸法の比率などは現実のものとは異なることに
留意すべきである。従って、具体的な寸法などは以下の説明を参酌して判断すべきである
。また、図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれていること
は勿論である。
【００１９】
　［実施形態の概要］
　実施形態に係る移動通信方法は、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと
前記ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムにお
いて、前記ＭＢＭＳデータを移動端末に配信するための方法である。移動通信方法は、前
記一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをアイドル状態で前記移動端末が受信する
場合で、かつ、前記一般セルの属する周波数が前記特定セルの属する周波数と異なってい
る場合において、前記移動端末が、前記特定セルの属する周波数をセル選択の最高優先度
に設定しないよう制御する。例えば、セル選択の優先度として、前記特定セルの属する周
波数の優先度を上げずに維持する。
【００２０】
　実施形態では、一般セルの属する周波数が特定セルの属する周波数と異なっている場合
に、セル選択の優先度として、特定セルの優先度を上げずに維持する。すなわち、特定セ
ルの周波数がＩｎｔｅｒ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙである場合に、特定セルが一般セルと同様
に扱われる。
【００２１】
　従って、特定セルから干渉を受ける可能性が低い場合において、一般セルから特定セル
へのセル選択が抑制され、ＭＢＭＳデータを継続的に一般セルから受信することができる
。
【００２２】
　なお、実施形態において、特定セルは、小規模かつ大規模に配備されるセルであること
が好ましい。特定セルは、ＨＮＢ（Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）、ＨｅＮＢ（Ｈｏｍｅ　Ｅ
ｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）、フェムトＢＴＳなどによって管理されるセルであること
が好ましい。すなわち、特定セルを管理する無線基地局は、ＨＮＢ、ＨｅＮＢ、フェムト
ＢＴＳなどである。
【００２３】
　［第１実施形態］
　（移動通信システム）
　以下において、第１実施形態に係る移動通信システムについて説明する。図１は、第１
実施形態に係る移動通信システム１００を示す図である。
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【００２４】
　図１に示すように、移動通信システム１００は、無線端末１０（以下、ＵＥ１０）と、
コアネットワーク５０とを含む。また、移動通信システム１００は、第１通信システムと
第２通信システムとを含む。
【００２５】
　第１通信システムは、例えば、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）に
対応する通信システムである。第１通信システムは、例えば、基地局１１０Ａ（以下、ｅ
ＮＢ１１０Ａ）と、ホーム基地局１１０Ｂ（以下、ＨｅＮＢ１１０Ｂ）と、ホーム基地局
ゲートウェイ１２０Ｂ（以下、ＨｅＮＢ－ＧＷ１２０Ｂ）と、ＭＭＥ１３０とを有する。
【００２６】
　なお、第１通信システムに対応する無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ；Ｅｖ
ｏｌｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ）は、ｅＮＢ１１０Ａ、ＨｅＮＢ１１０Ｂ及びＨｅＮＢ－ＧＷ１２０Ｂに
よって構成される。
【００２７】
　第２通信システムは、例えば、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌ
ｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）に対応する通信システムである。第２通
信システムは、基地局２１０Ａ（以下、ＮＢ２１０Ａ）と、ホーム基地局２１０Ｂ（以下
、ＨＮＢ２１０Ｂ）と、ＲＮＣ２２０Ａと、ホーム基地局ゲートウェイ２２０Ｂ（以下、
ＨＮＢ－ＧＷ２２０Ｂ）と、ＳＧＳＮ２３０とを有する。
【００２８】
　なお、第２通信システムに対応する無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ；Ｕｎｉｖ
ｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）は
、ＮＢ２１０Ａ、ＨＮＢ２１０Ｂ、ＲＮＣ２２０Ａ、ＨＮＢ－ＧＷ２２０Ｂによって構成
される。
【００２９】
　ＵＥ１０は、第２通信システム或いは第１通信システムと通信を行うように構成された
装置（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）である。例えば、ＵＥ１０は、ｅＮＢ１１０Ａ及
びＨｅＮＢ１１０Ｂと無線通信を行う機能を有する。或いは、ＵＥ１０は、ＮＢ２１０Ａ
及びＨＮＢ２１０Ｂと無線通信を行う機能を有する。
【００３０】
　ｅＮＢ１１０Ａは、一般セル１１１Ａを管理しており、一般セル１１１Ａに存在するＵ
Ｅ１０と無線通信を行う装置（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ）である。
【００３１】
　ＨｅＮＢ１１０Ｂは、特定セル１１１Ｂを管理しており、特定セル１１１Ｂに存在する
ＵＥ１０と無線通信を行う装置（Ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ）である。
【００３２】
　ＨｅＮＢ－ＧＷ１２０Ｂは、ＨｅＮＢ１１０Ｂに接続されており、ＨｅＮＢ１１０Ｂを
管理する装置（Ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ　Ｇａｔｅｗａｙ）である。
【００３３】
　ＭＭＥ１３０は、ｅＮＢ１１０Ａと接続されており、ＨｅＮＢ１１０Ｂと無線接続を設
定しているＵＥ１０の移動性を管理する装置（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
　Ｅｎｔｉｔｙ）である。また、ＭＭＥ１３０は、ＨｅＮＢ－ＧＷ１２０Ｂを介してＨｅ
ＮＢ１１０Ｂと接続されており、ＨｅＮＢ１１０Ｂと無線接続を設定しているＵＥ１０の
移動性を管理する装置である。
【００３４】
　ＮＢ２１０Ａは、一般セル２１１Ａを管理しており、一般セル２１１Ａに存在するＵＥ
１０と無線通信を行う装置（ＮｏｄｅＢ）である。
【００３５】
　ＨＮＢ２１０Ｂは、特定セル２１１Ｂを管理しており、特定セル２１１Ｂに存在するＵ
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Ｅ１０と無線通信を行う装置（Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ）である。
【００３６】
　ＲＮＣ２２０Ａは、ＮＢ２１０Ａに接続されており、一般セル２１１Ａに存在するＵＥ
１０と無線接続（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）を設定する装置（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）である。
【００３７】
　ＨＮＢ－ＧＷ２２０Ｂは、ＨＮＢ２１０Ｂに接続されており、特定セル２１１Ｂに存在
するＵＥ１０と無線接続（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）を設定する装置（Ｈｏｍｅ　
ＮｏｄｅＢ　Ｇａｔｅｗａｙ）である。
【００３８】
　ＳＧＳＮ２３０は、パケット交換ドメインにおいてパケット交換を行う装置（Ｓｅｒｖ
ｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）である。ＳＧＳＮ２３０は、コアネット
ワーク５０に設けられる。図１では省略しているが、回線交換ドメインにおいて回線交換
を行う装置（ＭＳＣ；Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔｅｒ）がコアネット
ワーク５０に設けられていてもよい。
【００３９】
　なお、一般セル及び特定セルは、ＵＥ１０と無線通信を行う機能として理解すべきであ
る。但し、一般セル及び特定セルは、セルのカバーエリアを示す用語としても用いられる
。また、一般セル及び特定セルなどのセルは、セルで用いられる周波数、拡散コード又は
タイムスロットなどによって識別される。
【００４０】
　特定セルは、フェムトセル、ＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕ
ｐ）セル、ホームセルなどと称されることもある。また、特定セルは、特定セルにアクセ
ス可能なＵＥ１０を規定するアクセス種別が設定可能に構成されている。アクセス種別は
、「Ｃｌｏｓｅｄ」、「Ｈｙｂｒｉｄ」又は「Ｏｐｅｎ」である。
【００４１】
　「Ｃｌｏｓｅｄ」の特定セルは、特定セルによって管理されるＵＥ１０（ＵＥ；Ｕｓｅ
ｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に対するサービスの提供のみが許可されるように構成される。
【００４２】
　「Ｈｙｂｒｉｄ」の特定セルは、例えば、特定セルによって管理されるＵＥ１０に対し
て高品質の通信が許可されるように構成されており、特定セルによって管理されていない
ＵＥ１０に対してベストエフォート品質の通信が許可されるように構成される。
【００４３】
　「Ｏｐｅｎ」の特定セルは、一般セルと同様に、全てのＵＥ１０に対するサービスの提
供が許可されるように構成される。なお、「Ｏｐｅｎ」のセルでは、特定セルによって管
理されている否かによって、ＵＥ１０間の通信品質の差異が区別されない。
【００４４】
　なお、アクセス種別は、アクセスクラス毎にＵＥ１０のアクセスを禁止する「ＡＣＣＥ
ＳＳ　ＣＬＡＳＳ　ＢＡＲＲＥＤ」、セル毎にＵＥ１０のアクセスを禁止する「ＣＥＬＬ
　ＢＡＲＲＥＤ」であってもよい。
【００４５】
　なお、以下においては、第１通信システムについて主として説明する。但し、以下の記
載が第２通信システムに適用されてもよい。
【００４６】
　ここで、第１通信システムでは、下り方向の多重方式として、ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ
）方式が用いられており、上り方向の多重方式として、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ－
Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）方式が用いられる。
【００４７】
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　また、第１通信システムでは、上り方向のチャネルとして、上り方向制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）及び上
り方向共有チャネル（ＰＵＳＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ）などが存在する。また、下り方向のチャネルとして、下り方向制御チャネ
ル（ＰＤＣＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ）及び下り方向共有チャネル（ＰＤＳＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓ
ｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）などが存在する。
【００４８】
　上り方向制御チャネルは、制御信号を搬送するチャネルである。制御信号は、例えば、
ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏ
ｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
）、ＳＲ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）、ＡＣＫ／ＮＡＣＫなどである。
【００４９】
　ＣＱＩは、下り方向の伝送に使用すべき推奨変調方式と符号化速度を通知する信号であ
る。ＰＭＩは、下り方向の伝送の為に使用することが望ましいプリコーダマトリックスを
示す信号である。ＲＩは、下り方向の伝送に使用すべきレイヤ数（ストリーム数）を示す
信号である。ＳＲは、上り方向無線リソース（後述するリソースブロック）の割当てを要
求する信号である。ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、下り方向のチャネル（例えば、ＰＤＳＣＨ）を
介して送信される信号を受信できたか否かを示す信号である。
【００５０】
　上り方向共有チャネルは、制御信号（上述した制御信号を含む）又は／及びデータ信号
を搬送するチャネルである。例えば、上り方向無線リソースは、データ信号にのみ割当て
られてもよく、データ信号及び制御信号が多重されるように割当てられてもよい。
【００５１】
　下り方向制御チャネルは、制御信号を搬送するチャネルである。制御信号は、例えば、
Ｕｐｌｉｎｋ　ＳＩ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、Ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋ　ＳＩ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、ＴＰＣビットである。
【００５２】
　Ｕｐｌｉｎｋ　ＳＩは、上り方向無線リソースの割当てを示す信号である。Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　ＳＩは、下り方向無線リソースの割当てを示す信号である。ＴＰＣビットは、上
り方向のチャネルを介して送信される信号の電力の増減を指示する信号である。
【００５３】
　下り方向共有チャネルは、制御信号又は／及びデータ信号を搬送するチャネルである。
例えば、下り方向無線リソースは、データ信号にのみ割当てられてもよく、データ信号及
び制御信号が多重されるように割当てられてもよい。
【００５４】
　なお、下り方向共有チャネルを介して送信される制御信号としては、ＴＡ（Ｔｉｍｉｎ
ｇ　Ａｄｖａｎｃｅ）が挙げられる。ＴＡは、ＵＥ１０とｅＮＢ１１０Ａとの間の送信タ
イミング補正情報であり、ＵＥ１０から送信される上り方向信号に基づいてｅＮＢ１１０
Ａによって測定される。
【００５５】
　また、下り方向制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）下り方向共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）以外
のチャネルを介して送信される制御信号としては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫが挙げられる。ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫは、上り方向のチャネル（例えば、ＰＵＳＣＨ）を介して送信される信号を
受信できたか否かを示す信号である。
【００５６】
　第１実施形態において、一般セルは、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートするセルで
ある。一般セルは、ＭＢＭＳデータの内容（番組表）を示すＭＢＭＳサービス情報を報知
する。或いは、一般セルは、ＭＢＭＳサービス情報が変更される旨及びＭＢＭＳサービス
情報が変更されるタイミングを示すＭＢＭＳサービス変更情報を報知する。例えば、一般
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セルは、ＭＢＭＳデータをＭＴＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）を介して送信する。また、一般セルは、ＭＢＭＳデータの内容（番組表）を示すＭ
ＢＭＳサービス情報をＭＣＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）を介して送信する。或いは、一般セルは、ＭＢＭＳサービス情報をＭＴＣＨを介して送
信する。
【００５７】
　これに対して、特定セルは、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしないセルである。
従って、特定セルは、ＭＢＭＳデータを同報配信する機能を有しておらず、一般的には、
ＭＢＭＳサービス情報やＭＢＭＳサービス変更情報も報知しないことに留意すべきである
。但し、特定セルは、特定セルと接続しているコネクティッド状態のＵＥ１０に対して、
ＭＢＭＳデータを送信することは可能である。例えば、特定セルは、ＰＤＳＣＨを用いて
ＭＢＭＳデータを送信することが可能である。
【００５８】
　なお、一般セル及び特定セルは、報知チャネル（ＢＣＣＨ；Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して報知情報を報知する。報知情報は、例えば、ＭＩ
Ｂ（Ｍａｓｔｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）やＳＩＢ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）などの情報である。
【００５９】
　（無線フレーム）
　以下において、第１通信システムにおける無線フレームについて説明する。図２は、第
１通信システムにおける無線フレームを示す図である。
【００６０】
　図２に示すように、１つの無線フレームは、１０のサブフレームによって構成されてお
り、１つのサブフレームは、２つのスロットによって構成される。１つのスロットの時間
長は、０．５ｍｓｅｃであり、１つのサブフレームの時間長は、１ｍｓｅｃであり、１つ
の無線フレームの時間長は、１０ｍｓｅｃである。
【００６１】
　なお、１つのスロットは、下り方向において、複数のＯＦＤＭシンボル（例えば、６つ
のＯＦＤＭシンボル或いは７つのＯＦＤＭシンボル）によって構成される。同様に、１つ
のスロットは、上り方向において、複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（例えば、６つのＳＣ
－ＦＤＭＡシンボル或いは７つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）によって構成される。
【００６２】
　（無線リソース）
　以下において、第１通信システムにおける無線リソースについて説明する。図３は、第
１通信システムにおける無線リソースを示す図である。
【００６３】
　図３に示すように、無線リソースは、周波数軸及び時間軸によって定義される。周波数
は、複数のサブキャリアによって構成されており、所定数のサブキャリア（１２のサブキ
ャリア）を纏めてリソースブロック（ＲＢ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）と称する。
時間は、上述したように、ＯＦＤＭシンボル（又は、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）、スロッ
ト、サブフレーム、無線フレームなどの単位を有する。
【００６４】
　ここで、無線リソースは、１リソースブロック毎に割当て可能である。また、周波数軸
及び時間軸上において、複数のユーザ（例えば、ユーザ＃１～ユーザ＃５）に対して分割
して無線リソースを割当てることが可能である。
【００６５】
　また、無線リソースは、ｅＮＢ１１０Ａによって割当てられる。ｅＮＢ１１０Ａは、Ｃ
ＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩなどに基づいて、各ＵＥ１０に割当てられる。
【００６６】
　（移動端末）
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　以下において、第１実施形態に係る移動端末について説明する。図４は、第１実施形態
に係るＵＥ１０を示すブロック図である。
【００６７】
　以下においては、一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをＵＥ１０がアイドル状
態で受信する場合において、一般セルから特定セルへのセル選択（Ｃｅｌｌ　Ｒｅｓｅｌ
ｅｃｔｉｏｎ）を行うケースについて主として説明する。
【００６８】
　なお、ＭＢＭＳデータを受信するＵＥ１０は、ＭＢＭＳデータを実際に受信しているＵ
Ｅ１０だけではなくて、ＭＢＭＳデータを受信しようとするＵＥ１０も含むことに留意す
べきである。ＭＢＭＳデータを受信しようとするＵＥ１０は、例えば、ＭＢＭＳデータの
内容に興味がある旨をネットワーク側に通知したＵＥ１０である。
【００６９】
　図４に示すように、ＵＥ１０は、通信部１１と、記憶部１２と、制御部１３とを有する
。
【００７０】
　通信部１１は、一般セルを管理する無線基地局（ｅＮＢ１１０Ａ又はＮＢ２１０Ａ）と
無線通信を行う。また、通信部１１は、特定セルを管理する無線基地局（ＨｅＮＢ１１０
Ｂ又はＨＮＢ２１０Ｂ）と無線通信を行う。
【００７１】
　記憶部１２は、ＵＥ１０を制御するための各種情報を記憶する。例えば、記憶部１２は
、ＵＥ１０を動作させるためのプログラムを記憶する。また、記憶部１２は、ＵＥ１０が
接続可能な特定セルのリスト、すなわち、ＵＥ１０に対するサービスの提供が許可された
特定セルのリスト（ＣＳＧ　ｗｈｉｔｅ　ｌｉｓｔ）を記憶する。
【００７２】
　制御部１３は、ＵＥ１０の動作を制御する。例えば、制御部１３は、ＵＥ１０の待受セ
ルの選択（Ｃｅｌｌ　Ｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）を制御する。
【００７３】
　一般的には、制御部１３は、現在のセルの品質（Ｑｍｅａｓ，ｓ）と隣接セルの品質（
Ｑｍｅａｓ，ｎ）との比較結果に応じて、各セルのランキングを行う。制御部１３は、最
も高いランキングを有するセルを待受セルとして選択する。なお、隣接セルは、現在のセ
ルに隣接するセルであることは勿論である。詳細には、制御部１３は、現在のセルの品質
（Ｑｍｅａｓ，ｓ）にヒステリシス（ＱＨｙｓｔ）を加算して、現在のセルのランキング
（Ｒｓ）を算出する。また、制御部１３は、隣接セルの品質（Ｑｍｅａｓ，ｓ）からオフ
セット（Ｑｏｆｆｓｅｔ）を減算して、現在のセルのランキング（Ｒｎ）を算出する。
【００７４】
　或いは、制御部１３は、セルの属する周波数の優先度（ｃｅｌｌＲｅｓｅｌｅｃｔｉｏ
ｎＰｒｉｏｒｉｔｙ）に基づいて、最も高い優先度を有するセルを待受セルとして選択す
る。或いは、制御部１３は、ランキング結果及び優先度（ｃｅｌｌＲｅｓｅｌｅｃｔｉｏ
ｎＰｒｉｏｒｉｔｙ）に基づいて、最も優先度が高いセルを待受セルとして選択する。な
お、ランキングは、待受セルとして選択される優先度を示しているため、優先度の一種と
解釈してもよいことに留意すべきである。
【００７５】
　なお、ヒステリシス（ＱＨｙｓｔ）、オフセット（Ｑｏｆｆｓｅｔ）及び優先度（ｃｅ
ｌｌＲｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎＰｒｉｏｒｉｔｙ）は、一般セルを管理する無線基地局（ｅ
ＮＢ１１０Ａ又はＮＢ２１０Ａ）から報知される情報である。
【００７６】
　一方で、制御部１３は、ＵＥ１０が接続可能な特定セルのリストに含まれるセルが隣接
セル（特定セル）に含まれる場合には、特定セルの優先度を最も高く設定する。すなわち
、制御部１３は、ＵＥ１０が接続可能な特定セルのリストに含まれるセルが隣接セル（特
定セル）に含まれる場合には、特定セルを待受セルとして選択する。例えば、特定セルの
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属する周波数が一般セルの属する周波数と異なる場合に、特定セルの優先度が最も高く設
定されてもよい。なお、特定セルの属する周波数が一般セルの属する周波数と同じである
場合に、特定セルの優先度が最も高く設定されてもよい。
【００７７】
　以上のように、一般的なセル選択について説明したが、第１実施形態において、制御部
１３は、特定の条件下において、以下のようにセル選択を制御する。
【００７８】
　第１に、制御部１３は、一般セルから報知されるＭＢＭＳデータをアイドル状態で受信
する場合で、かつ、一般セルの属する周波数が特定セルの属する周波数と異なっている場
合において、セル選択の優先度として、特定セルの優先度を上げずに維持する。すなわち
、一般的には、特定セルの優先度が最も高く設定されるが、第１実施形態では、特定セル
の周波数がＩｎｔｅｒ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙである場合に、特定セルが一般セルと同様に
扱われる。
【００７９】
　例えば、制御部１３は、特定セルに対するセル選択の優先度として、一般セルと同様に
、特定セルの属する周波数の優先度（ｃｅｌｌＲｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎＰｒｉｏｒｉｔｙ
）を適用する。或いは、制御部１３は、一般セルと同様に、特定セルの属する周波数のオ
フセット（Ｑｏｆｆｓｅｔ）に基づいて、特定セルに対するセル選択の優先度を設定する
。
【００８０】
　第２に、制御部１３は、一般セルから報知されるＭＢＭＳデータを移動端末がアイドル
状態で受信する場合で、かつ、一般セルの属する周波数が特定セルの属する周波数と同じ
である場合において、セル選択の優先度として、特定セルの優先度を上げる。言い換える
と、制御部１３は、セル選択の優先度として、一般セルの属する周波数の優先度よりも前
記特定セルの優先度を上げる。すなわち、特定セルの周波数がＩｎｔｒａ－Ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙである場合に、特定セルの優先度は通常通りに最も高く設定される。
【００８１】
　（移動通信方法）
　以下において、第１実施形態に係る移動通信方法について説明する。図５は、第１実施
形態に係る移動通信方法を示すシーケンス図である。
【００８２】
　以下においては、一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをＵＥ１０がアイドル状
態で受信する場合において、一般セルから特定セルへのセル選択（Ｃｅｌｌ　Ｒｅｓｅｌ
ｅｃｔｉｏｎ）を行うケースについて主として説明する。
【００８３】
　図５に示すように、ステップ１０において、ＵＥ１０は、一般セルを管理するｅＮＢ１
１０Ａから報知情報を受信する。報知情報は、例えば、ヒステリシス（ＱＨｙｓｔ）、オ
フセット（Ｑｏｆｆｓｅｔ）及び優先度（ｃｅｌｌＲｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎＰｒｉｏｒｉ
ｔｙ）を含む。また、報知情報は、現在のセル（一般セル）に隣接する隣接セルのリスト
を含む。
【００８４】
　ステップ２０において、ＵＥ１０は、現在のセルの品質及び隣接セルの品質を測定する
。
【００８５】
　ステップ３０において、ＵＥ１０は、セル選択を行う。上述したように、一般的には、
ＵＥ１０は、現在のセルの品質（Ｑｍｅａｓ，ｓ）と隣接セルの品質（Ｑｍｅａｓ，ｎ）
との比較結果に応じて、各セルのランキングを行う。ＵＥ１０は、最も高いランキングを
有するセルを待受セルとして選択する。或いは、ＵＥ１０は、セルの属する周波数の優先
度（ｃｅｌｌＲｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎＰｒｉｏｒｉｔｙ）に基づいて、最も高い優先度を
有するセルを待受セルとして選択する。
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【００８６】
　一方で、ＵＥ１０は、ＵＥ１０が接続可能な特定セルのリストに含まれるセルが隣接セ
ル（特定セル）に含まれる場合には、特定セルの優先度を最も高く設定する。
【００８７】
　以上のように、一般的なセル選択について説明したが、第１実施形態において、ＵＥ１
０は、特定の条件下にいて、以下のようにセル選択を制御する。
【００８８】
　第１に、ＵＥ１０は、一般セルから報知されるＭＢＭＳデータをアイドル状態で受信す
る場合で、かつ、一般セルの属する周波数が特定セルの属する周波数と異なっている場合
において、セル選択の優先度として、特定セルの優先度を上げずに維持する。すなわち、
一般的には、特定セルの優先度が最も高く設定されるが、第１実施形態では、特定セルの
周波数がＩｎｔｅｒ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙである場合に、特定セルが一般セルと同様に扱
われる。
【００８９】
　例えば、ＵＥ１０は、特定セルに対するセル選択の優先度として、一般セルと同様に、
特定セルの属する周波数の優先度（ｃｅｌｌＲｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎＰｒｉｏｒｉｔｙ）
を適用する。或いは、ＵＥ１０は、一般セルと同様に、特定セルの属する周波数のオフセ
ット（Ｑｏｆｆｓｅｔ）に基づいて、特定セルに対するセル選択の優先度を設定する。
【００９０】
　第２に、ＵＥ１０は、一般セルから報知されるＭＢＭＳデータを移動端末がアイドル状
態で受信する場合で、かつ、一般セルの属する周波数が特定セルの属する周波数と同じで
ある場合において、セル選択の優先度として、特定セルの優先度を上げる。言い換えると
、ＵＥ１０は、セル選択の優先度として、特定セルの属する周波数の優先度よりも前記特
定セルの優先度を上げる。すなわち、特定セルの周波数がＩｎｔｒａ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙである場合に、特定セルの優先度は通常通りに最も高く設定される。
【００９１】
　ここでは、待受セルが特定セルに変更されたものとして説明を続ける。
【００９２】
　ステップ４０において、ＵＥ１０は、特定セルを管理するＨｅＮＢ１１０Ｂから報知情
報を受信する。なお、報知情報は、例えば、ＭＩＢやＳＩＢなどを含む。
【００９３】
　（作用及び効果）
　第１実施形態では、一般セルの属する周波数が特定セルの属する周波数と異なっている
場合に、セル選択の優先度として、特定セルの優先度を上げずに維持する。すなわち、特
定セルの周波数がＩｎｔｅｒ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙである場合に、特定セルが一般セルと
同様に扱われる。
【００９４】
　従って、特定セルから干渉を受ける可能性が低い場合において、一般セルから特定セル
へのセル選択が抑制され、ＭＢＭＳデータを継続的に一般セルから受信することができる
。
【００９５】
　第１実施形態では、一般セルの属する周波数が特定セルの属する周波数と同じである場
合に、セル選択の優先度として、特定セルの優先度を上げる。すなわち、特定セルの周波
数がＩｎｔｒａ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙである場合に、特定セルの優先度は通常通りに最も
高く設定される。
【００９６】
　従って、特定セルから干渉を受ける可能性が高い場合において、一般セルから特定セル
へのセル選択を促して、ＵＥ１０が受ける干渉を抑制することができる。
【００９７】
　［その他の実施形態］
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　本発明は上述した実施形態によって説明したが、この開示の一部をなす論述及び図面は
、この発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示から当業者には様々な
代替実施形態、実施例及び運用技術が明らかとなろう。
【００９８】
　実施形態では特に触れていないが、ＵＥ１０は、一般セルから特定セルへのセル選択を
行った後において、特定セルにおいてコネクティッド状態に遷移し、特定セルからユニキ
ャストでＭＢＭＳデータを受信してもよい。例えば、ＭＢＭＳデータは、ＰＤＳＣＨを用
いて受信される。
【００９９】
　なお、３ＧＰＰリリース１１では、ＭＢＭＳサービスのサービス継続性を提供すること
が検討される。特に、ＵＥがＭＢＭＳサービスを受け続ける（すなわち、ＭＢＭＳデータ
の受信を継続する）ことができるよう、ＵＥのアイドルモード（アイドル状態）での選択
／再選択プロシージャを改良する必要がある。以下において、ＭＢＭＳ対応セルとＭＢＭ
Ｓ非対応セルとの間でＵＥが移動する際のアイドルモードプロシージャについて説明する
。
【０１００】
　ＭＢＭＳサービスは、一部のＭＢＳＦＮエリアで提供されるが、全てのエリアで提供さ
れる訳ではない。現状、ＵＥは、セル再選択の前に、ターゲットセルがＭＢＭＳサービス
をサポートするか否かの知識を持たない。ＵＥが、ＭＢＳＦＮエリアと非ＭＢＳＦＮエリ
アとの間の境界において、非ＭＢＳＦＮエリアのセルを再選択した場合、再選択されたセ
ルでＭＢＭＳサービスが提供されないので、ＭＢＭＳサービス継続性に影響を与える。Ｕ
ＥがＭＢＳＦＮエリア内の現在のセルを維持するのであれば、ＭＢＭＳサービスが途切れ
ずに継続できる。
【０１０１】
　図６に示すように、ＵＥ１がＭＢＭＳ非対応セル（マクロセル）を再選択する場合、Ｕ
Ｅ１は、もはやＭＢＭＳサービスをＰＴＭで受けることができない。ＣＳＧセルはＭＢＭ
Ｓ非対応セルの特殊なケースであるので、ＵＥ２もまたＣＳＧセルを再選択するとＭＢＭ
ＳサービスをＰＴＭで受けることができない。現在の再選択規則によれば、メンバーＵＥ
は、適切なＣＳＧセルを検知すると、現在キャンプしているセルの周波数優先度と無関係
に、ＣＳＧセルを再選択する。
【０１０２】
　ＵＥのＭＢＭＳサービス継続性を最適化するために、現在のＭＢＭＳキャリアを最高優
先度とするようセル再選択プロシージャを修正する必要がある。ＵＥが現にＭＢＭＳサー
ビスをＰＴＭで受けている場合、ＵＥは、ＭＢＭＳ周波数を再選択の最高優先度周波数と
すべきである。
【０１０３】
　このような再選択プロシージャは、異なる周波数に属するセル（ＭＢＭＳ対応セル及び
ＭＢＭＳ非対応セル）間で再選択を行うのに有益である。しかしながら、図７に示すよう
に、イントラ周波数（周波数内）のケース、特に、同一周波数のＣＳＧセルに対して再選
択を行うケースにも同様の変更を行うか否かは検討が必要である。ＭＢＭＳ対応セルを最
高優先度とするよう再選択規則を変更する場合、ＵＥは、ターゲットＣＳＧセルからの干
渉によりＭＢＭＳ対応セルのカバレッジ外となることがある。よって、同一周波数のＣＳ
ＧセルはＵＥの最高優先度とすることが合理的である。ＵＥがＭＢＭＳサービスを継続し
て受けるためには、ＣＳＧセルにおいてユニキャスト接続を使用できる。
【０１０４】
　したがって、イントラ周波数での再選択には、現在の再選択プロシージャを適用し、Ｕ
Ｅはユニキャスト接続によりＭＢＭＳサービスを受けることができる。
【０１０５】
　上述したように、ＭＢＭＳ非対応セルにキャンプするメンバーＵＥは、ユニキャストで
ＭＢＭＳサービスを受け続けることができる。しかしながら、ＭＢＭＳ非対応セルは、Ｍ
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ＢＭＳをサポートしないので、ＵＥが利用できるＭＢＭＳサービス情報又はＭＢＭＳサー
ビス変更通知を持たない。ＭＢＭＳサービスの継続性とは、ＭＢＭＳサービス変更通知を
含む全てのＭＢＭＳ関連情報をＵＥが利用できることを含む。
【０１０６】
　したがって、ＭＢＭＳ非対応セルにキャンプするＵＥには、ＭＢＭＳサービス情報又は
ＭＢＭＳサービス変更通知が送られるべきである。
【０１０７】
　なお、米国仮出願第６１／５２３１７２号（２０１１年８月１２日出願）の全内容が、
参照により、本願明細書に組み込まれている。
【産業上の利用可能性】
【０１０８】
　以上のように、本発明は、移動端末が継続的にＭＢＭＳデータを受信できるので、移動
通信分野において有用である。

【図１】 【図２】
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